二月の 帝劇で 左団次 一 派が 『シ ラノ • ド • ベル ジュ 

ラック』 を 出す とい ふ、 先年 沢 田 正 ニ郎が 翻案 白 野 弁 

十 郎を演 つた 時、 原作の 面影が どれほど 伝 へられた か 

は 知らぬ が、 今度 は 時間の 関係で 多少の カット をす る 

外 大体、 辰 野、 鈴木両 君の 定評 ある 名訳に よるとの こ 

とで あるから、 左団 次の 演技 次第で、 かの ポルト -サ 

ンマ ルタン 座 初演の 当時 をし のぶこと が 出来る かも 知 

わな レ 

なにしろ、 フランスで 芝居の 歴史 始まって 以来の 大 

当り をと つた 脚本で あるの みならず、 欧米 各国で も、 

競って 上演し、 いづれ も 華々 しい 成功 を 収めて ゐる。 



た 特質 を 帽子の 羽根 飾と して、 華やかに、 彼等の 前に 

登場した ので ある。 そして この 人物 は、 一個の 英雄に 

は 相違ない が、 不幸な 容貌の 持主で ある。 『岬の 如き 

鼻』 は、 わら ふに も わらへ ない 民衆的 弱点で ある。 フ 

ランス 国民 は、 そこに 己れ の 姿 を 見なかった であらう 

ゝ o 

力 

その上、 『シ ラノ』 の 性格に は、 幾多の 矛盾が あり、 

その 言行 はい は ゆる 道学者 的 標準に よ つてお 手本 化さ 

れてゐ ない ところ、 一 層 フランス 人の 気に入つ たので 

ある。 こ、 で 日本の 観客の ために 注意して おきたい こ 

と は、 かく も 欧米の 観客 を よろこばせた 『シ ラノ』 な 



る 人物に、 どこか 『好み』 の 上で、 日本の 民衆 を 反ば 

つさせる ものが あり はせ ぬかと いふ ことで ある。 殊に 

それが 英雄と して 示される 場合、 偶像 的 地位 を 占めて 

ゐる 場合、 その 英雄 振り、 偶像 振りに は、 甚だ 東洋 的 

ならざる ところが あり、 殊に、 作者が 意識的に 附 加し 

た 時代 的 特色が、 寧ろ 一 種の 『気障つ ぼ さ』 であると 

ころから、 かう いふ 事情に 通じない 見物 は 『シ ラノ』 

の 一 言 一 行に 反感 を もたない もので もない。 

さうな ると、 この 戯曲 は 助からない ことになる。 無 

論、 喜劇で あるから、 その 辺の 誇張 も あり、 その 誇張 

から 生じる 効果 は、 作者の 才気 をう か V ふに 足る もの 



独特の 『シ ラノ』 が 出来 上る わけで ある。 これ は 無論 

差 支へ ない。 また、 しかたがない。 かへ つて、 これが 

為め に フランス 人 好みの 『シ ラノ』 から 遠ざかり、 日 

本人 好みの 『シ ラノ』 が 出来 上る ことに なれば、 もつ 

けの 幸 ひで あらう。 

私 も、 『シ ラノ』 の 舞台 は パリで 再三 見た が、 コ クラ 

ンは 残念ながら もうこの 世に ゐず、 例の 映画で 日本に 

もお 馴染の ピ ェ エル. マ 二 ェが 主人公 を やって ゐた。 

この マ 二 ェは顔 はちよ つと 左団 次に 似て ゐ るが、 芸は 

それほどで なく、 甘い 通俗 劇で 『老けた 色男』 を やる 

のが 身上で ある。 



それにしても、 舞台 はな か/ \面 白かった。 第一 幕 

の 『詩的 決闘』 の 場 は あっけなく 済む が、 第二 幕 目の 

『鼻づ くしの 半畳』 は 無性に 痛快で あり、 第三 幕 目の 『露 

台の 接吻』 は 『不滅の シ イン』 と 定評が ある だけ 作劇 

上の 一 大 創造で あると 感じた。 第 四 幕から 第五 幕 目に 

はいると、 これ は、 日本人に 最も 受けさうな フラ 

ンス でも 見物の す、 り 泣きが 聞え ると ころ だが 修 

道院 における 『シ ラノ』 臨終の 場で ある。 左団 次の 演 

技 も、 恐らく、 この 場に おいて 最も その 真髄 を 発揮す 

る だら うと 思 はれる。 沈痛な 『高 島屋の 声色』 は、 秋 

の 夕日 を 浴びて 木の葉の 如く 散って 行く 『シ ラノ • ド- 



修業に なり、 見物の 訓練に なり、 作家の 刺戟に なり、 

興行 者の 瀬踏みに もな り、 目下の 情勢から いって、 む 

しろ 歓迎すべき ことで あると、 私 は 信じて ゐる。 

た y 希望す ると ころ は、 徒らに 大衆化に 名 を藉リ て、 

原作 を 乱暴に 変形し、 その 芸術的 特色 を 誤り 伝へ るの 

みならず、 結局 本来の 劇的 価値 を 無視す る ことがない 

やうに、 当事者に おいて 充分、 良心的な 仕事 をされ た 

いとい ふ 一 事で ある。 

その 意味に おいて、 今度の 『シ ラノ』 に、 どの 程度 

の 用意が 払 はれて ゐ るか、 これ は 厳密な 批評が 下さる 

ベ きで あらう。 
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